
犯罪に巻き込まれた人々のケア第2 弾!
- 犯罪加害者家族支援を考える -

石巻 D V 殺人事件 ､ 仙台高校教師殺人事件 - ･ これ以上被害者を生まないために地域で何ができるのか｡

第1 部シンポジウムでは｢家族間犯罪｣ を中心としたパネルディスカッ ション ､ 第2 部では犯罪加害者家族支援の

現場で 問題となってし､ るテ ー

マ に分かれてシン ポジウムと分科会､ 第3 部では ､ 被害者及び加害者家族のケアを

行っている若島孔文准教授による基調講演を開催｡

プログラム

第3 部 墓碑講演 若 鳥 孔 文 民
東北大学大学院教育学研究科准教幾 傭 麻Ch 理学)

｢ブリ ー

フセラピ ー - 太陽の法則 -

｣

時間 1 6 :2 0 - 1 7:0 0 会場 : 地下シアタ
ー ホ ー ル

東北大学大学院教育学研究科博±課程修了 (教育学博士)

臨床応理士 ･ 豪族相談士 ･ 家族心理士 , 家庭犬訓簡指導士｡

神奈川県被害者支援センタ
ー 専門嚢義会蚕貞､.

海上保安庁第三区惨事ストレス対策ネットワ
ー

ク妻員会要具､

神奈川県警察本部国費事件被害者支援スタップ急どを務めるo

第1 部 シンポジウム 1 0 :0 0 - 1 2 :0 0

テーマ ｢ 家族間犯罪 - 加害者と被害者の 間で｣

1 0 :0 0 - 1 0:3 0 W o rld O p e n H e ∂rt 報告

報告者 阿部恭子 ( W O H 代表)

伊藤美奈 (W O H 顧問 ･ 精神保健福祉士)

長尾浩行 (W O H 顧問 ･ 弁護士)

1 0 :3 0 - l l :3 0 パネルディスカッショ ン

j - ディネ - タ - 阿部恭子

パネリスト 若島孔文民 ほか交渉中

第2 部 テ ー マ別分科会 1 3:0 0 - 1 5:5 0

①非行と向き合う親たちの会 会場 : 研修室 5

｢ 子どもの自立 ･ 親の自立｣

講話 : 大塚憲治氏 (母子支援施設施設長)

②M ⊂R 家族支援センター 会場 : 研修室 2

｢ 発達障害の家族支援｣

講話 : 斉藤暢一郎氏

シンポジウム 1 4 :0 0 - 1 5 :5 0

｢犯罪者が社会復帰に至るまで - 家族と地域の サポート｣

コーディネ ー ター 勝田亮氏 (弁護士)

パネリスト 飯室勉氏 (仙台ダルク代表)

新沼鉄也氏 ( ワンフ ァミリー仙台)

阿部恭子 ( W o rld O p e n H e a rt)



☆特定非営利活動法人 フェ アトレ
ー ド東北

ロ ーカル及びグローバル ･ コミ ュ ニ ティにおける社会的排除の解決をミッションとし､ 市場社会で活動する事業型 N P O ｡ 活動

指針として､ フ ェ アトレー ド商品の 普及活動とともに ､ 障害者や高齢者､ ひきこもり ･

ニ ートなどの社会的弱者を対象に雇用支

援を行っ てい る｡ 就労の場を与えるソーシャルファ
ー

ム事業として､ 生産された商品を｢クエ ルフ ェアトレード商品(社会福祉取

引商品)｣ とし､ 一般企業との協働という形で販路を開拓｡ 高齢者や障害者､
ニ ート､ ひきこもり､ 学生､ そして地域住民が協働す

るという､ 地域が地域を支える取り組みの中心になっ ている｡

連絡先 : 〒9 8 6-0 86 1 宮城県石巻市蛇口字中嘩1 4-1 2 F フ ェ アトレード東北

T el/F a x O 2 2 519 4-6 883

☆特定非営利活動法人 仙台ダルク

ダルク(D A R⊂) とは ､ ドラ ッ グ(D R U G - 薬物) の D ､ アディクショ ン(A D Dl⊂TIO N - 噂癖､ 病的依存) の A ､ リハ ビリテ ーシ ョン

( Rih a bilit a ti o n - 回復) の R ､ セ ンター(CE N T ER - 施設 ､ 建物) の ⊂を組み合わせた造語で ､ 覚醒剤 ､ 有機溶剤( シンナ
ー 等) ､ 市

販薬､ その他の薬物から開放されるためのプロ グラムを持つ 民間の薬物依存症リハ ビリ施設｡ 薬物依存症者に共同生活の場

を提供し､ 薬物を使わない生き方のプロ グラムを実践することによっ て､ 薬物依存からの回復を支援してい る｡ 依存者が､ 同じ

悩み(病気) を持つ 仲間とフ ェ ロ ー シ ップ(仲間同士の助け合い) の 中で回復するために ､ 場所の提供をし､ ナル コテイクス アノ

ニ マス( N A) の1 2 ステ ップによる今までとは違う生き方をする練習の場でもある｡

連絡先 : 〒9 8 0-O Ol l 宮城県仙台市青葉区上杉2-1 -2 6 T E L : 0 2 2-2 6 l -5 3 4 1 F A X : 0 2 2-2 6 ト5 3 4 0

s-d a rc @j a s m i n e . o c n . n e .) p

☆特定非営利活動法人 ワンファミリ
ー

仙台

ワンフ ァミリー仙台は､ 地域で生活する路上生活者をはじめ身寄りの いない 生活困窮者たちに ､ 人間本来の尊厳を持っ てもら

い ､ 互 いの為に何が出来るかを考え､ 孤立した状態から鮮づくり､ つ ながりづくりを進めている非営利活動法人｡

連絡先 : T巨L : 0 2 2-2 7 4-95 33 F A X : 0 2 2-3 4 3-5 0 1 5

※ 02 2- 2 7 4- 9 5 3 3 は毎週金曜日(祝
･ 祭 日除く) 1 3 :0 0 - 1 6 :0 0 の 問､ 弁護 士､ 司法書士が対応する無料なんでも悩み事相談電話になります｡

☆非行と向き合う親たちの会 ･ リレ ー ションシ ップみやぎ

『非行』とむきあう親たちの会は､ 1 9 9 6 年東京でわが子の非行に悩む親と､ 熱心に非行問題に取り組んでしヽた教師の思しヽが集

まっ て立ち上 げられた｢自助グル
ー プ｣ ｡ 以来1 0 年､

全国各地3 0 ケ所で結成され ､
3 年前からみやぎでも活動が始まっ た｡ 毎月 ､

第一土曜日に､ 当事者が集まり｢例会｣ を行っている｡

連絡先 08 0-1 83 8-7 4 6 4 (星野)

☆特定非営利活動法人 M ⊂ R 家族支援センタ ー

こどもの不登校 ･ ひきこもり ､ 学びづらさのあるこどもへ の学習支援 ､ お父さん お母さんの子育てへ の支援など､ ご家族の困り

ごとに､ 専門家の視点から援助を行っている｡

連絡先 : T E L : 0 2 2-3 5 2-8 9 5 0 ( 月 ･ 火 ･ 水 1 1 :0 0 - 1 7:0 0)

0 90-6 1 1 6-8 5 5 5

m e n t al⊂r@ ya h o o . ⊂○ ,)
'

p h t tp :// w w w . m ⊂r . n p o-jp .n e t/

主 催 W o ｢[d O p e n H 2 日什
〒98 0-0 8 0 4 仙台市青葉区大町2-3-1 2 大町 マ ン シ ョ ン 90 2 号室

事務局電話: 0 9 0-5 8 3 1-0 81 0 M aiF: w o rld .o p e n .h e a rt @ g m aif .C o m

h tt p :// w w w .
w o ｢】d o p e n h e a rt .C o m




